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平成19年8月30日  

日本歯科医師会会員 各位  

日 本 歯 科 医 師 会  

会 長  大久保  満男  

（公印省略）  

厚生労働科学研究  

「歯科分野における診療ガイドライン構築に関する総合的研究」  

アンケート調査への協力依頼について   

謹啓 時下ます圭すご清祥のこととお慶び申し上げ圭す。   

日頃、本会会務運営に格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。   

さて、この度、厚生労働科学研究・医療技術評価総合科学研究事業の一環とし  

て、標記研究班より本会に対し、一般開業医を対象とした診療ガイドラインに関  

わるアンケート調査の依頼がまいりました。   

つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮に存じますが、ご回答のほどよろしく  

お願い申し上げます。  
謹白   



一般開巣医が顎関節症の初期治療を行う指針となるガイドラインのための、  
日本歯科医師会会員等へのアンケートのお願い  

拝啓  

近年、日本の医療の質を上げるため、ガイドラインぴ）作成が行われていることは、ご承知のこ  

とと思います、日本顎関節学会においても、一般開業医のための初期治療ガイドラインを作成す  

ることになりました．   

「診療ガイドライン」は「特定の臨床状況のもとで，適切な判断や決断をFせるよう医療者と患  
者双方を支援する目的で体系的に作成された文書」（第／1回hlirldsセミナーー編「診療ガイドライン  

作成－く7ニュアル」200（i）と定義されています．  

このような診療ガイドラインの作成に対して、二れまでの教科書的な項目の列挙でなく、より  

臨床に役立1）ために、臨床上♂）疑問（（、1irlicalQし】eStion（CQ））をガイドラインに盛り込むこと  

が良いとされており、（∵Qを採用したガイドライン作成を目標としています二このCQは、みなさ  

まの臨床上で行っている治療法を、「ある疾患を持つ患者に、ある治療を行うと、行わない場合に  

比べて、どうなるのか」という定式化で表現したものです▲．  

しかし、これまで日本で作られたガイドラインの多くが、CQをガイドライン作成委員、すなわ  

ち専門医が、一般の開業医されている先生方の疑問や治療法を知らずに、大学での診療に基づい  

て、独自の判断で作成しています＝，  

もちろんガイドラインは、みなさまの治療を制限するものではなく、診療の助けとなるべきも  

のであります二そこで、開かれたガイドライン作成を目標に、CQの作成から、多くの医療関係者  

の、疑問を取り込みたいと考えております＿ノ そのことが、多くの方が使っていただけるガイドラ  

インとなり、社会に貢献することができると思っています二．  

そこで、平成19年度厚生労働科学研究「歯科分野における診療ガイドライン構築に関する総合  

的研究」の一環として、日本歯科医師会のご協力のF、日本歯科医学会専門分科会日本顎関節苧  

会からのガイドライン作成樫案に協力し、アンケし－トを実施することとなり圭した＝また、本調  

査結果が診療ガイドラインとなり、日本歯科医師会の会員のみなさまに役立てることから、皆様  

におかれましては、お忙しいところとは存じますが、なにとぞご協力お願い申し上げます二．  

本アンケーートは、匿名で行いますので、みなさ真の個人情報が漏洩することはありません▲．恒j  

答は、調査以外の目的に使用したり、個別の回答内容を第三者に公表したりすることはありませ  

ん＿．  

用紙に記入後、返信用封筒にて、9月14日  までに返信してください  

敬具  

日本歯科医学会専門分科会日本顎関節学会 納期治療ガイドライン作成委員会  

委員長  木野孔司  

平成19 年度厚生労働科学研究 歯科分野における診療ガイドライン構築に関する総合的研究  

主任研究者  石井拓男   



一般開業医が顎関節症の初期治療を行う指針となるガイドライン作成のための  

日本歯科医師会会員等へのアンケート  

実施責任者：杉崎正志 東京慈恵会医科大学歯科字数室  

＊院長先生以外の先生もご協力をいただければ幸いです。用紙はコピーしてお願いいたし圭す′J  

質問1‥年齢をお書きください  ［］ 歳  

質問2‥性をお書きください  1．男性   2．女性 

質問3＝日本歯科医師会の会員ですか？ 1．はい   

［］  
2．いいえ［ニコ  

質問4：顎関節症の臨床に関し、学会等の認定医をお持ちですか？  

1．はい   2．いいえ  

質問5：臨床経験年数をお書きください  

□  
［二二］年  

質問6：私たちは先生方の顎関節症の治療に対する疑問を集めようとしています。以下に疑問の書  

き方を示しますので、それに合わせてお書きください。今回は、顎関節症の中で精神的要  

因が主たる原因と考えられる臨床症状を除きます。  

例：顎関節症の関節雑音に鎮痛剤は効果があるのか？  

・下の表の例に合わせて書き入れてくださいし〕  

・顎関節症に伴う臨床症状一つに対し、その治療法は効果があるか？という形式にしてくださいこ）  

・一つの臨床症状に対して複数の併用療法を行う場合は、治療法の欄に複数の治療法を  

お書きください。  

上記の例文に合わせて下の口内にお書きください。  

顎関節症の   臨床症状に対し   どの治療法は   効果があるか？   

例 顎関節症の   関節雑音に   鎮痛剤は   効果があるか？   

顎関節症の  効果があるか？   

顎関節症の  効果があるか？   

顎関節症の  効果があるか？   

顎関節症の  効果があるか？   

顎関節症の  効果があるか？   

質問7：この顎関節のガイドラインが完成した場合、お使いになりますか？  

1．は い  2．いいえ   

9月14日（金）までにご返送敵います。ご協力ありがとうございました。  

［ニコ   



Minds医療情報サービス  

Htnds  ．Hlnd引こついて  

・M暮ndsの使い方  

・情報発供竜について   

医療情報サービスMinds（マインズ）  
厚生労働科学研究費補助金により公開中  

ロタインするとMindsの全情幸臥   

全機能かこ利用になれます。  
′蝮索噂些二l二   

日診療ガイドライン（五十毒順）   

丁せ二二三ニュイ三二翌晩星置踵時男塵胃二旭締ご墳卑性揖駐灸県東   

ノ 三汗L心筋性塞急刊三膵来急性胆管失・世卑生チ草但卜Lt坤牒相律湖燕揖′甘忙旗  

日封本埴旦那」卜さ三三十、′？二リ十し‡J  赴粧妊性登髄喧逓虹I二［∴▲  

1リ増、性生斗套特頻脚轟吼息擁立腺描虹鋤糾巴ム耳   

旦魁封射阻虹ホ封狙王立過昼ノ凋か∠‡∴松諺勝取特捜猷仁一出川込遡座  

【裾馴重瘍乳癌尿失禁尿路結石症脳梗塞賦坤毎月亜良師車′』換言ゝ亡し即導   

穐1′〔′Lキニ慢性率埴埋堆経国二晩二∴旦千丁喋埴   

匂お知らせ  

F 机上蛭迅（′ユ旦4トラL暴姓±全開しこ∈した1呈些ヴl週）   

埋哩ユ三一週盤『称史り雄漣牡星7二〔二子ち』±り二三j畦世上塑町1l三上リ  

ー 阻土宮姓蛙』り堰壇壁β建建址†鼓壁旦、」王三上ン皇±こ野＝∴巨し二t三り阻1し哩  

・租魁丑椎旦挺し二生二三二出土圭∴′て三宝±こ過し茎L仁（、三鱒71jり＝  

・・              ‥・・・卜  

お判らせせト1腋を全て兼示‥   

mMindsをお使いになる方は必ずお読みください   

亘㌢崎旦ロ、三イン，せこ町峠な′匂蔓〔；†にニュし、＝  

▼ せモノ）卓立こ軋軋に危う場「‡長プし二三  

r 肥＝塑軍蒐  

一覧モ含て表示り   

MMlnd8ユーザー         ミ∴自学イン   
ゲスト  

ーニニ遡■   

パスワードを忘れた方は  こさ・レ  

ク・Mi11dsユーザーになるには；エー）l－  

い Milldsユーザーのメリットは 二∴し  

h＋＋n．／／mこn′Jr、；（【h（（r；n／  



匪垂耳  

β本仁おげる歯荷腰遭ガイドライン  

岨囁障害評価法のガイドライン 主として岨噂能力検査法  
Author：日本補綴歯科学会ガイドライン作成委員会  
Source：日本補綴歯科学会雑誌46巻4号Page619－625（2002、08）   

顎機能障害の診療ガイドライン  
Author：日本補綴歯科学会ガイドライン作成委員会  

Source：日本補綴歯科学会雑誌46巻4号Page597－615（2002108）   

岐合異常の診療ガイドライン  
Author：日本補綴歯科学会ガイドライン作成委員会  
Source：日本補綴歯科学会雑誌46巻4号Page585－593（2002・08）  

β本におげる歯聯ライン  

【就学時の健康診断マニュアル】歯科編  
Author：（社）日本学校歯科医会学術第3委員会  
Source：日本学校歯科医会会誌90号Page9－34（200311）  

岨囁能力検査法のガイドライン（平成15年度委託研究課題）  
Author二大山喬史 他  

Sou「ce‥日本歯科医学会誌24巻Page39－50（2005．03）   

磁界の安全性についての検討  
Author：森戸光嵐他】日本磁気歯科学会安全基準検討委員会  

Sou「ce‥日本磁気歯科学会雑誌14巻1号Page62－89（200510）   

6編ともEvidence－basedGuidefineではない！  

「歯科医療分野における診療ガイドライン構築に関する総合的研究」平成柑年報告書より抜粋   



資料8  

検討項目（案）  

O「歯科診療所における歯科保健医療の標準化指針  

（いわゆる診療ガイドライン）」（以下、「ガイドライン」  
と言う）の作成主体について  

○ガイドラインにおける歯科の固有性・特殊性について  

・医科と歯科の比較など  

○ガイドラインのテーマ決定の考え方について  

・歯科診療所向けのガイドライン  

・疾患別、治療方法別  

○ガイドラインの作成手順について  

・医療者向けのガイドラインの作成手順  

・患者向けのガイドラインの作成手順  
・エビデンスのレベル  

・推奨の強さ   

■外部評価のあり方  
・有効性の評価   

一改訂  

○ガイドラインの周知普及のあり方について  

・ホームページなどの活用  

○その他  

・既存ガイドラインの取り扱い   



資料9  

診療ガイドライン作成の流れ（案）  

歯科診療所向け診療ガイドライン  

本検討会で  

G」作成のための  

基本的な方向性を示す  
専門家向け診療ガイドライン  

凸  
本検討会報告書に基づき  

日本歯科医学会が  

GLの具体的なテーマを決定  

凸  
日本歯科医学会は  

日本歯科医師会及び  

各関係学会の協力の下  
歯科診療所向けG」を作成  

凸  
歯科診療所向けG」の完成  

凸  
日本歯科医師会が  

G」を周知普及   

各関係学会の  

既存のガイドラインの改訂や  

新しいガイドラインを作成する  

場合には  

各関係学会が  

本検討会報告書を参考に  

専門家向けG」を作成  

凸  
専門家向け診療GLの完成  

凸  
各関係学会及び  

日本歯科医師会が  

G」を周知普及  

本検討会報告書に  
準じているか確認  

日本歯科医学会  

※「GJ」は「ガイドライン」の略   




